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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含 めて分か りやす く記入の こと)

石油火災等の大規模火災が発生すると、窒素酸化物や硫黄酸化物を始めとする環境汚染

物質が大量に放出される。そのため環境や人命の安全の確保といった点から、早期の鎮火

が求められる。そこで消火薬剤が鎮火のために大量に用いられるが、一方でその消火薬剤

による環境汚染が懸念されている。そこで本研究では消火薬剤のうち石油火災で用いられ

る泡消火薬剤に着目し、環境影響評価を行なうことを目的とした。

泡消火薬剤は成分によってたんぱく質泡消火薬剤、水性膜泡消火薬剤、合成界面活性剤

に分類される。さらに消火活動で消火薬剤が用いられた場合、特に海洋に対する影響が懸

念される。そのため生分解性試験、濃縮度試験、生物影響試験(藻 類成長阻害試験等)を

用いて検討を行なう。

消火薬剤にはフッ素系界面活性剤などの界面活性剤が主成分であり、これらについて検

討を行なう。消火薬剤に用いられる消火薬剤は陰イオン界面活性剤であり、その代表物質

としてLAS(直 鎖アルキルベンゼンスルホン酸)が 挙げられる。その環境影響性は以下の

通りである。

LASは 比較的早 く生分解 され、環境に大きな影響を与える物質ではないことが示唆 され

る。しか し、一方 でフッ素系消火薬剤 に含 まれ るC-F結 合は環境中で分解 され にくく環境

に影響を与えるとい う報告がある、そのためN-[3-(ペ ル フルオ ロオ クタンスル ホンア ミ ド)

プ ロピル]-N,N,N-ト リメチル アンモニ ウムヨー ジ ド(C8F17SO2NHCH2N+(CH3)3I-)に

ついて も検討 を行 な う必要があると考 えられる。

さらに海洋だけでなく、大気 ・土壌 について も影響評価 を行 な う必要があ ると考え られ

る。そのため泡消火薬剤の熱分解生成物の検討を行な う。熱分解生成物の分析装置 として

筒状火炎バーナー装置によ り泡 消火薬剤 を分解 させ、GC等 を用いて生成物 の同定を行な

う。そ して生成物 と大気中のOHラ ジカル との反応速度 よ り大気寿命 を求め環境影響評価

を行な う。土壌 に関 しては地下水の汚染を検討す ることにす る。
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Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表 した論文A(掲 載 を決 定 されたものを含む.)

共著の場合、申請者の役割 を記載すること.

(著者、題名 、掲載誌名、年月、巻号、頁を記入)

特に無 し
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Ⅱ(2)学 会において申請者 が口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、 題名、発表 した学会名、場所、年月を記載)

◆貴志 孝洋、小林 光夫(オ フィスK)、 新井 充、田村 昌三(横 浜国大)

「化学プラン トの災害事例解析 と失敗知識の体系化」

安全工学研究 会

代々木オ リンピックセンター

11月26日(金)

(口頭発表)


